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調査概要

目 的 今後の児童のスポーツ活動のあり方、スポーツ振興施策の検討にあた
り、児童のスポーツ活動に関する現状及び課題等を把握するため、ア
ンケートを実施したもの。

調査対象 市内小学生（３～６年生）の保護者、
市内小学校教員、市内スポーツ少年団の指導者
※令和４年度時。

調査方法 アンケート用紙を配布し、記入後回収

回 答 数 ４，１５５人（回収率８２．９％）

用語の説明

本アンケートにおいては、各種団体に関して、下記のとおり定義しています。

①スポーツ少年団 ：保護者等が中心になって活動しているスポーツ団体

②スポーツクラブ ：民間が運営しているスポーツ団体

③学校スポーツ部活動：上記以外で学校の教員が中心になって活動しているスポーツ部活動

本アンケートでは、①と③を合わせて、団等と呼称します。

※スポーツ少年団に登録している＝「スポーツ少年団」、登録していない＝「スポーツクラ

ブ」の区分けではありません。



１ 対象者等について

回答数
(人)

構成比

1
団等に加入してる小学生を持つ
保護者

1,009 24.3%

2
スポーツ団体等に加入してない
小学生を持つ保護者

2,184 52.6%

3
スポーツクラブに加入してる小
学生を持つ保護者

859 20.7%

4 団等の指導者 74 1.8%

5 市内小学校（教員） 29 0.7%

4,155 100.0%合計

◎対象者等について

◎お子さんの学年は？

58.9% 55.1%
49.7% 52.4%

22.1%
22.2%

19.9%
19.9%

18.9% 22.7%
30.4% 27.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

3年生 4年生 5年生 6年生

団等に加入してる小学生を持つ保護者

スポーツクラブに加入してる小学生を持つ保護者

スポーツ団体等に加入してない小学生を持つ保護者

◎お子さんが団等・スポーツ
クラブに加入した時期は？

4.6%

18.6%
19.7%

28.4%

21.0%

6.7%

1.0%

34.2%

20.5%

15.8%

12.6%

9.8%

5.5% 1.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

団等に加入している子の保護者

スポーツクラブに加入してる子の保護者
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◎お子さんが加入している、
スポーツ種目は？

（参考）回答数

団等に加入している子の保護者 1,009
スポーツクラブに加入してる子の
保護者

859

217

4

260

45

4

5

0

0

53

8

21

20

103

23

49

5

14

79

5

11

90

7

20

2

0

7

28

44

6

126

52

290

9

211

0 50 100 150 200 250 300

その他

スキー（アルペン・クロカン・ジャンプ）

水泳

陸上

柔道

剣道

相撲

ドッヂボール

テニス（軟式・硬式）

卓球

バドミントン

ラグビー

サッカー（フットサル）

バレーボール（ソフトバレーボール）

バスケットボール（ミニバス）

ソフトボール

野球

（人）

団等 スポーツクラブ
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◎お子さんが団等に加入した理由は？

調査結果
から

■団等、スポーツクラブともに子どもの意思を優先して加入させていま
す。スポーツクラブを選択する理由に「活動面での保護者の負担が少
ない」が多いことから、逆に団等は負担が大きいと想定されます。

8.1%

8.7%

20.8%

1.3%

38.4%

4.0%

6.8%

0.7%

4.3%

27.3%

21.4%

79.2%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0% 90.0%

その他

他の保護者や知人の勧めで

活動拠点が自宅から近いから

活動場所の設備が充実してるから

子どもの心身の発達が図れるから

活動面での保護者の負担が少ないから

経済面での保護者の負担が少ないから

東北、全国大会などに出場して欲しいから

指導レベルの高い指導者がいるから

運動することを好きになって欲しいから

活動させたい種目があったから

子どもの意思で

6.2%

4.4%

30.0%

3.5%

10.5%

12.5%

7.0%

18.9%

35.5%

5.8%

2.3%

16.2%

6.1%

21.0%

54.5%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0%

その他

年代ごとに一貫した指導体制が整備されている

活動（練習）時間帯など家庭の事情に合っている

多種多様な種目ができる

適正な活動日数及び活動時間である

活動拠点が自宅から近い

活動場所の設備が充実している

子どものレベルアップが図れる

活動面での保護者の負担が少ない

経済面での保護者の負担が少ない

東北、全国大会などに出場して欲しいから

指導レベルの高い指導者がいるから

団等よりも運動を好きになってくれそう

団等に加入したい又はさせたい種目が無い

子どもの意思で

◎お子さんがスポーツクラブに加入した理由は？
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※回答３つ以内

※回答３つ以内



２ スポーツ少年団の活動状況について

◎主たる活動場所と、保護者から見た活動場所の満足度は？

17.9%

2.0%

6.9%

12.0%

61.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他

民間の体育施設

公共の体育施設

通学外の小学校

通学小学校

1.5%

8.2%

26.9%

63.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

不満

やや不満

やや満足

満足

※その他の中には、通学小学校、通学外の小学校、公共の体育施設などを複数の活動
場所を転々としているという回答が複数あった。

調査結果
から

■通学している小学校が過半を占めており、活動場所についてはおおむ
ね満足していることが伺えます。
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0.1%

8.9%

41.7%

25.5%

13.9%

6.3%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

7日間

6日間

5日間

4日間

3日間

2日間

1日間

調査結果
から

■練習日数の実態と指導者が適正と考える練習日数の傾向がほぼ同じこ
とから、スポーツ活動の指針が守られているものと考えられます。

◎１週間の平均練習日数は？

0.0%

6.1%

48.5%

27.3%

15.2%

3.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

7日間

6日間

5日間

4日間

3日間

2日間

1日間

◎指導者が適正と考える練習日数は？
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調査結果
から

■指導者としては、平日は２時間、休日は３時間が適正な練習時間と考え
られており、スポーツ活動の指針が守られているものと考えられます。

◎１回の平均練習時間は？

7.1%

11.7%

46.4%

30.9%

4.0%

0.1%

1.9%

34.2%

60.9%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

4時間超

3時間超～4時間以下

2時間超～3時間以下

1時間超～2時間以下

1時間以下

平日 休日

3.7%

11.1%

48.1%

11.1%

29.6%

11.1%

0.0%

0.0%

5.9%

5.9%

70.6%

17.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

6時間

4時間

3時間

2.5時間

2時間

1.5時間

平日 休日

◎指導者が適正と考えている１回の平均練習時間は？
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調査結果
から

■練習・試合ともに「適正」と考える割合が半数を占めています。
■指導者の指導方法については「やや満足」、「満足」が大半を占めてい
ます。

◎保護者から見た活動頻度は？

4.7%

13.6%

70.1%

9.3%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

多い

やや多い

適正

やや少ない

少ない

（練習）

8.4%

14.4%

59.5%

10.9%

6.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

多い

やや多い

適正

やや少ない

少ない

（試合）

◎保護者から見た指導者の指導方法の満足度は？

41.3%

37.9%

11.6%

4.0%

5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

満足

やや満足

やや不満

不満

わからない
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調査結果
から

■活動にかかる費用は、団体によりまちまちですが、負担感は「適正」と
感じている保護者が大半を占めています。

◎活動にかかる年間の費用は？

2.0%

0.3%

0.1%

0.2%

0.5%

2.3%

0.2%

6.5%

4.2%

19.4%

2.0%

11.1%

12.1%

10.3%

9.6%

19.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

8万円より多額

8万円

7.5万円

7万円

6.5万円

6万円

5.5万円

5万円

4.5万円

4万円

3.5万円

3万円

2.5万円

2万円

1.5万円

1万円以下

4.6%

0.4%

0.0%

0.2%

0.0%

1.5%

0.1%

3.8%

0.2%

2.0%

0.4%

6.9%

0.6%

8.7%

1.9%

68.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

8万円より多額

8万円

7.5万円

7万円

6.5万円

6万円

5.5万円

5万円

4.5万円

4万円

3.5万円

3万円

2.5万円

2万円

1.5万円

1万円以下

会費（年額） 遠征・用具代等（年額）

17.0%

72.3%

10.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

安い

適正

高い

費用への負担感
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調査結果
から

■相談ごとがあるケースは多くありませんが、ある場合は学校よりも保護
者同士で相談しているようです。

■保護者の役目は練習の見守りなど多岐に渡り、負担の多さが伺えます。

◎団等に関する相談ごとは？

11.9%

88.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

相談ごとがあった

相談ごとが無かった

9

10

3

5

38

70

8

その他

相談したいことはあったが、

どこに相談して良いかわからなかった

市又は教育委員会に相談した

スポーツ少年団本部に相談した

団等の指導者に相談した

団等の保護者に相談した

子どもの通学先の教員に相談した

（人）

◎相談ごとがあった場合のその後の対応は？ ※該当するものすべてに○

2.5%

1.6%

2.5%

14.9%

32.0%

52.5%

58.5%

56.1%

82.7%

21.9%

29.1%

73.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

わからない

特になし

指導者の世話当番

練習の準備と後片付け

遠征時などの用具運搬

事務連絡係

経理などの事務

子どもの送迎

練習の指導

審判

練習の見守り

◎保護者の役目は？ ※該当するものすべてに○
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調査結果
から

■スポーツ少年団は指導者関係や活動面での保護者の負担、加入者・指導
者の減少などが課題となっています。

■スポーツクラブは保護者の活動面での負担が少ない代わりに、経済面で
の負担、活動場所への移動を問題視している割合が高くなっています。

◎保護者から見た、
団等、スポーツクラブ
の問題点は？

団等に加入している子の保護者 1,009
スポーツクラブに加入してる子の
保護者

859

※回答３つ以内

4.4%

0.7%

28.2%

2.0%

4.0%

1.4%

2.8%

4.2%

0.6%

2.2%

0.2%

12.5%

3.0%

1.9%

22.7%

8.6%

4.4%

0.6%

4.0%

3.0%

19.4%

7.0%

20.6%

6.5%

2.2%

4.3%

2.4%

4.5%

5.2%

4.0%

5.1%

20.8%

6.1%

20.6%

11.3%

3.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

その他

わからない

特になし

保護者同士の人間関係が難しい

加入者が少ない

休みが少ない

休みが多い

練習時間が短い

練習時間が長い

試合数が少ない

試合数が多い

活動場所が遠い

活動場所の確保が困難

活動面での保護者の負担が大きい

経済面での保護者の負担が大きい

指導者が少ない

指導者の指導方法

勝利至上主義に偏っている

団等 スポーツクラブ
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6.8%

8.1%

9.5%

9.5%

4.1%

6.8%

17.6%

23.0%

5.4%

44.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

特になし

小学生等の地域の協力が少ない

指導者がボランティアであること

保護者の協力が少ない

指導方法に関する保護者からのクレーム

指導者の人数が少ない

指導者の育成が難しい

活動場所の確保が難しい

加入者が少ない

調査結果
から

■指導者の立場では、保護者と同様に「加入者・指導者が少ない」ことを
問題視している割合が高くなっています。

■学校との関わりは、半数以上が団のことや児童の様子などについて情報
交換などを行っていることが伺えます。

◎指導者から見た、団等、スポーツクラブの問題点は？

※回答３つ以内

5.4%

18.9%

18.9%

18.9%

36.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他

学校との関わりは無い

団等に関する相談を受けた又は相談したことがある

児童の学校生活や団等での様子等の情報交換

団等の活動内容に関する情報交換

◎指導者と団等へ加入している児童の
通学先の学校との関わりは？ ※該当するものすべてに○
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３ 学校とスポーツ少年団との関わりについて

◎貴校を活動拠点としている団等は？

0.0%

3.4%

6.9%

3.4%

75.9%

6.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

拠点ではないが、活動場所となっているスポーツ部活動がある。

拠点ではないが、活動場所となっているスポーツ少年団がある

拠点としているスポーツ少年団及びスポーツ部活動どちらもない

拠点としているスポーツ少年団はないが、スポーツ部活動はある。

拠点としているスポーツ少年団はあるが、スポーツ部活動はない

拠点としているスポーツ少年団及びスポーツ部活動どちらもある

3.4%

6.9%

6.9%

31.0%

10.3%

3.4%

79.3%

44.8%

44.8%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

その他

団の指導者への助言に関すること

団活動の見守りに関すること

団員及び保護者の相談に関すること

団の運営助言に関すること

教員が指導者となっている団がある

活動場所の学校開放に関すること

団の指導者への連絡に関すること

団員保護者の連絡に関すること

特になし

◎貴校がスポーツ少年団の運営等に関して連携していることは？
※回答３つ以内
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◎団員等の保護者や指導者から団等の活動について相談
を受けたことは？

相談を受けたこと

はない
48.0%

相談を受けたこ

とがある
52.0%

◎貴校から見た団等の課題は？

3.4%

27.6%

0.0%

13.8%

17.2%

3.4%

0.0%

3.4%

13.8%

0.0%

6.9%

3.4%

6.9%

37.9%

3.4%

10.3%

6.9%

3.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

その他

特になし

学校側との連携、連絡体制

保護者同士の人間関係

加入者が少ない

休みが少ない

休みが多い

練習時間が短い

練習時間が長い

試合数が少ない

試合数が多い

活動場所が遠い

活動場所の確保が困難

活動面での保護者の負担が大きい

経済面での保護者の負担が大きい

指導者が少ない

指導者の指導方法

勝利至上主義に偏っている
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※回答３つ以内

（※）設問に「ここ1年」などと期間
を定めなかったため、長い教員生活
の中で過去に相談を受けたことがあ
る場合は「相談を受けたことがあ
る」と回答していると推察されるこ
とから、P9の保護者の「通学先の教
員と相談した」の回答数と差異があ
ると考えられる。



４ スポーツ少年団の指導者について

◎指導者として
の立場は？

◎指導者の
職業は？

◎指導者になった
理由は？

監督
（代表指導者）

30.2%

コーチ
61.9%

その他
7.9%

会社員・役員
46.0%

自営業
17.5%無職

1.6%

公務員・団

体職員
31.7%

主婦・主夫
1.6%

その他
1.6%

団等へ自

ら申し出た
12.7%

団等から依頼を受けた
73.0%

自らが指導者として団

等を創設又は継承
14.3%

◎指導者（監督・コーチ）
の人数は？

1.6%

1.6%

1.6%

3.3%

1.6%

6.6%

21.3%

8.2%

29.5%

24.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

16名以上

14名

10名

8名

7名

6名

5名

4名

3名

2名

※該当するものすべてに○

1.4%

1.4%

0.0%

21.6%

29.7%

14.9%

41.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

主たる活動場所以外の学校の教員

主たる活動場所である学校の教員

団等の創設者又は継承者

地域住民（元保護者含む）

団等所属員の保護者の知り合い

団等所属員の保護者

◎指導者と団等との
関係は？

14



◎スポーツ活動に関する指針の把握状況は？

1.4%

13.5%

25.7%

13.5%

13.5%

6.8%

41.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

スポーツ活動に関する指針はわからない

スポーツ活動に関する指針の内容を把握している

スポーツ少年団又は教育委員会以外の研修会で説明を受けた

児童の通学先の教員から直接説明を受けた、聞いた

教育委員会主催の研修会で説明を受けた

スポーツ少年団主催の研修会で説明を受けた

◎団等の指導者として子どもたちに伝えたいことは？

6.8%

52.7%

59.5%

23.0%

10.8%

20.3%

51.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他

努力することの大切さ

団員とのチームワーク・協調性の大切さ

精神面

技術面

勝つことの喜び

運動することの楽しさ

◎指導者として最も入手したいと思う情報は？

1.4%

8.1%

8.1%

16.2%

17.6%

13.5%

14.9%

29.7%

40.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

指導者同士の交流の場に関すること

小学校等の地域の行事に関すること

指導者の人材に関すること

団等の運営に関すること

大会やイベントの開催に関すること

施設の利用に関すること

スポーツ医学に関すること

指導力向上に関すること

※該当するものすべてに○

調査結果
から

■主にスポーツ少年団主催の研修で指針を把握しているようですが、指針
を知らずに指導している者も、少数いるようです。

■指導者は、子どもたちに対して競技力の向上よりも、運動の楽しさや協
調性、努力の大切さを知って欲しく、自己の指導力の向上を図りたいよ
うです。

15

※回答３つ以内

※回答３つ以内



５ スポーツ団体等に加入していない理由等について

9.9%

9.8%

20.7%

6.0%

2.4%

9.8%

40.0%

11.4%

8.4%

35.6%

4.7%

4.9%

5.8%

36.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

市内にどのようなスポーツ団体等があるかわからないから

習い事をしているから

中学生から部活動に入ることで十分だから

学校体育で十分だから

保護者同士の人間関係が面倒だから

活動面での保護者の負担が大きいから

経済面での保護者の負担が大きいから

活動場所が遠いから

子どもにスポーツ活動をする意思が無いから

文化部等に加入又は加入予定であるから

必要性を感じないから

活動させたい種目が無いから

（子ども自身が）活動したい種目が無いから

◎スポーツ団体等に加入していない理由は？

調査結果
から

■加入していない理由「活動面での保護者の負担が大きい」、「活動した
い種目がない」の割合が高く、加入させたいと思う環境と対峙の関係に
あります。その他、「子どもにスポーツ活動をする意思が無い」の割合
も高い結果となりました。

※回答３つ以内

◎スポーツ団体等に加入させたいと思う理想の環境は？

1.7%

2.5%

19.8%

35.9%

17.3%

4.4%

2.7%

14.7%

8.2%

38.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

活動場所の設備が充実している

活動拠点が学区内にある

活動面での保護者の負担が少ない

経済面での保護者の負担が少ない

指導者の指導レベルが高い

多種多様な種目ができる

適正な活動日数及び活動時間である

子どものレベルアップが図れる

子どもが活動したい種目がある

※回答３つ以内

16



4.1%

9.7%

5.9%

7.7%

27.8%

4.1%

7.4%

16.4%

31.7%

11.3%

15.5%

9.3%

20.7%

16.7%

42.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

障がいのあるなしに関わらずスポーツに親しむことが出来る環境整備

地域が主体となったスポーツ活動団体の育成

様々なスポーツのトップアスリートの試合や合宿誘致及び教室の開催

子どもが気軽に参加できるスポーツイベントの開催

WEB上でのスポーツ関連情報（イベント、教室の開催など）の発信強化

スポーツを行いたい人とスポーツができる団体等とのマッチング

多様な競技種目や軽スポーツを行う団体の育成や加入しやすい環境作り

練習や試合時の移動手段の確保

スポーツ指導者の人材バンク制度創設等による指導者の確保

学校開放事業の推進による活動場所の確保

指導者の指導レベル向上のための支援

スポーツ団体等への補助制度の充実

公共スポーツ施設の改修など活動場所の整備

公共スポーツ施設の使用料無料化

回答者：保護者

６ 児童のスポーツ活動について

調査結果
から

■児童のスポーツ活動は、子どもの自主性に任せると考えている方の割合が高くなって
います。

■今後実施して欲しい市の施策について、保護者は「公共スポーツ施設の使用料無料
化」、指導者は「スポーツ団体等への補助制度の充実」、学校は「地域が主体となっ
たスポーツ活動団体の育成」と回答者の立場により異なり、多様な施策の展開が求め
られています。

◎学校体育以外の
スポーツ活動は必要？ 必要である

22.5%

子どもの自主性

に任せる
67.1%

必ずしも必要

ではない
7.7%

わからない
1.9%

その他
0.7%

◎児童のスポーツ活動に関し、今後実施して欲しい市の施策は？
※回答３つ以内

17

※全員が回答



18

6.8%

4.1%

9.5%

12.2%

6.8%

2.7%

9.5%

4.1%

2.7%

8.1%

10.8%

6.8%

35.1%

23.0%

25.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

障がいのあるなしに関わらずスポーツに親しむことが出来る環境整備

地域が主体となったスポーツ活動団体の育成

様々なスポーツのトップアスリートの試合や合宿誘致及び教室の開催

子どもが気軽に参加できるスポーツイベントの開催

WEB上でのスポーツ関連情報（イベント、教室の開催など）の発信強化

スポーツを行いたい人とスポーツができる団体等とのマッチング

多様な競技種目や軽スポーツを行う団体の育成や加入しやすい環境作り

練習や試合時の移動手段の確保

スポーツ指導者の人材バンク制度創設等による指導者の確保

学校開放事業の推進による活動場所の確保

指導者の指導レベル向上のための支援

スポーツ団体等への補助制度の充実

公共スポーツ施設の改修など活動場所の整備

公共スポーツ施設の使用料無料化

回答者：指導者

3.4%

10.3%

37.9%

10.3%

27.6%

0.0%

3.4%

37.9%

17.2%

17.2%

3.4%

13.8%

13.8%

13.8%

34.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

障がいのあるなしに関わらずスポーツに親しむことが出来る環境整備

地域が主体となったスポーツ活動団体の育成

様々なスポーツのトップアスリートの試合や合宿誘致及び教室の開催

子どもが気軽に参加できるスポーツイベントの開催

WEB上でのスポーツ関連情報（イベント、教室の開催など）の発信強化

スポーツを行いたい人とスポーツができる団体等とのマッチング

多様な競技種目や軽スポーツを行う団体の育成や加入しやすい環境作り

練習や試合時の移動手段の確保

スポーツ指導者の人材バンク制度創設等による指導者の確保

学校開放事業の推進による活動場所の確保

指導者の指導レベル向上のための支援

スポーツ団体等への補助制度の充実

公共スポーツ施設の改修など活動場所の整備

公共スポーツ施設の使用料無料化

回答者：学校



７ 自由意見

◎指導者について

・時代が変わり指導の仕方が変わらない様子を見ると今の時代に合わない人もいます。
もっと指導者が勉強する場があってもいいのでは。
・種目ごとの専門の指導者の派遣希望。
・ボランティアで指導者をお願いするのは限界。指導者の立場や制度のより良い改善をお
願いします。
・指導者の人数不足。
・指導者の中に罵声を浴びせたり、差別するような人がいる。
・子供達がスポーツ活動に対して楽しく向上心を持ってもらえるように、怒鳴ったり罵っ
たりの教え方がなくなるように講習会を行っていただきたい。
・部活動を復活して欲しいが、先生も忙しいので、報酬を払ってでも地域の人が指導をす
るような仕組みになって欲しい。
・勝利至上主義の指導者が多く、下手な子ども、楽しく運動したい子供が辞めていく。
・過度な練習、試合量を求める指導者がいる。
・スポーツ指導者の人材バンクなど希望。
・柔道が全国大会を中止したように、他のスポーツでも勝利至上主義をやめてほしい。
・指導者に意見を言いたくても、言えない保護者が多いと思う。
・競技のスキルを育てるだけでなく、人間性や各子供の成長にも主眼を置いた指導を望み
ます。
・運動することの楽しさを教えるような指導方法を希望する。
・体の故障を防ぐため、コーディネーションなどを指導してくれるトレーナーを団体に派
遣するようなシステムがあると助かります。
・指導者への手当が市からもあればいいと思う。

◎活動の種目について

・（田舎の方など）人数の少ない学校、地域にはスポ少すらなく、お金を掛けてクラブ
チームに参加するしかないというのは家庭環境によってはやりたくてもできない。
・小学校で活動したスポーツが、進学先の中学校の部活にないケースが多い。
・やりたい種目のために親が遠くまで送迎しなくてはならないので負担になる。
・近くの学校間で放課後に集まって○○小学校は野球とバドミントン、△△小学校はサッ
カーとバレーボールなどと選択してスポーツが出来るととても助かります。学校間の移動
はバス等で送迎してもらえると気軽に参加出来ると思います。
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【保護者の自由意見】



◎学区内での活動希望について

・学区内でスポーツ活動ができる環境を整えて欲しいです。
・学校が終了した後に児童センターだけではなく、スポーツできる環境があるといい。
・子どもが一人でも歩いて行けるように学校とかでのスポーツ活動を増やして欲しい。

◎親の負担について

・活動場所への送迎が本当に負担。
・仕事をしている中での送迎、見守り（立ち合い）がとても厳しい。
・両親が共働きで、活動に参加出来ない場合、肩身の狭い思いをする。
・月1回程度の楽しめる活動が増えて欲しい。
・親の負担が多すぎるので、学校の先生達の協力がもっと欲しい。（平日の活動見守りや
指導など）
・月に6回、土日両方試合など、試合に関する負担が大きい。

◎金銭面について

・遠征の際の補助金制度を設けていただけるとありがたい。
・就学援助は、部活などの面でも援助して欲しいと考える。
・一人親で生活が苦しく、子どもの希望を叶える事ができない。
・多子家庭の場合、家計が苦しく、スポーツ活動まで負担することが難しい。

◎学校との連携について

・学校開放について、学校によっては、19時以降の活動には協力できないと言われること
があります。親の送迎を考えると早い時間帯の活動は難しいため、例えば4年生以上であ
れば可能などのルールを作っていただけるとありがたいです。
・放課後の校庭の有効活用。週に1回でも自由に使用できるようにして欲しい。
・学校側は、よく話も聞いてくれ協力してくれますが警備員の対応に困る時がある。
・学校側の協力を得られるようになってきたが、校長先生が変わる度に今まで良かったこ
とができなくなったり、逆にできるようになったりと大変。
・学校のグランドや体育館、プール等を活動場所として使いやすくして欲しいと思う。
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◎気軽に様々なスポーツができる環境について

・気軽にちょっと運動を楽しむことができる機会の充実。
・運動が苦手な子向けの運動教室の開催。
・子どもがたくさんのスポーツと触れ合う機会、出会う場を増やしてほしい。例えば学校
の授業や体験学習などを通して、すべての子どもが等しく受けられるように。
・大人が一緒に参加できるスポーツ活動があっても良いと思う。
・「野球」、「サッカー」という種目に当てはめるのではなく、「ボールを投げるのが苦
手」、「走るのが苦手」、「なわとびが苦手」など、まずは苦手なものを普通にできるよ
うになって欲しいので、放課後、教えてくれる人がいると嬉しいです。
・スポーツを「競技」に限ることなく、のびのび活動するという点も視野に入れ支援して
いただけたらと思います。
・放課後スポーツクラブに子供が楽しく参加していて（スポネットのコーチが来て色々な
スポーツを体験させてくれていました。）とても良い活動でした。
・各学区にある体育館や公民館などを利用して、月に1～2回でも、児童向けのスポーツの
講師が来て教えていただけるミニ教室を充実させると、スポーツの苦手な子でも、気軽に
参加したりと、体を動かすことができると思います。
・小学校の部活動に民間の事業者が介入して指導を行ってくれる体制を早く作って欲し
い。もちろん、経費は利用者負担で良いと思うが、一部は行政からの補助もあっていいと
思う。

◎学校の先生について

・学校の先生のメンタルが一番心配です。誰かの不満につながる事ならばいっそ何もやら
なくて良いです。
・学校スポーツ部活動が教員のみなさんの負担になっているのも十分にわかります。しか
し、部活動が学校教育の一部として大きな役割であることと、子供達の親交を深める場で
あると考えると縮小の傾向は残念に思います。
・教師の中にも指導したい人はいると思う。時間外手当や給料を割増しにするべき。教師
にも家族がいます。せめてきちんと賃金として出すべきです。
・学校側は働き方改革を進め、部活動＝スポ少で、保護者主体の運営となり、仕事を持つ
家庭では、土日は団の活動となり、なかなか休日の時間が使えない状況です。団の運営を
含め、地域での活動、指導者の活用など、学校と一緒に運営していける方法がないものか
なと思います。
・今後、中学校も先生ではなく、学校と部活を切り放していくと聞いています。保護者負
担をさけて子どもを部に入れられないという場合も出てくると思う。
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◎障がい者スポーツについて

・周囲の子どもになじめず、つらい思いをしている発達障がいの子どもは、スポーツ活動
に対し、ネガティブな考えを持っています。そのため、引きこもりがちになり、家庭でも
ストレスを溜めていると思います（運動不足による肥満も）。私が想像する以上に同じ思
いを抱えている家庭がたくさんあると思うので、これからの子ども達の未来のため、ハン
デのある子ども達を受け入れるスポーツクラブを増やして欲しいです。
・発達障がいの子どもはどうしても普通の子と同じスポーツ部に入れないので、それも残
念だし、何か発達障がいの子どもでも参加できる機会があればなと思います。
・スポーツが得意な子だけでなく、スポーツが苦手な子や不登校の子、障がいのある子も
本当は体を動かす機会が欲しいと思うので、参加のハードルの低い活動をぜひ作って欲し
いです。

◎スポーツ活動ができる施設整備について

・屋内スポーツができる施設（冬場の練習場など）を充実させて欲しい。
・市内のテニスコートが少ない。増やして欲しい。
・人工芝の克雪トレーニングセンターにして欲しい。
・屋外のミニバス用コートが昔はもう少しあったはずですが、壊れてリングごと撤去され
てただの広場になってしまい残念です。
・大学生のサークル活動のために公共スポーツ施設が貸し切りになっていて児童・生徒が
気軽に施設を借りることができない。
・夏スキーができる施設があったらいいのにと思います。
・50mの屋内プールがあれば良い。
・スケートボードパークの設置・活動できる場所が少ないため、抽選倍率が高くなってい
るのだと思います。
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◎活動量について

・土日のほとんどが試合や練習試合となり負担が大きく、辞める人も出ると思う。
・様々な大会が多すぎる。その他、個々でやる大会など。もう少し大会の制限などして欲
しい。毎週2試合をやり、体調を悪くする子供がいる。
・平日のナイター（試合、練習）は辞めてほしい。
・練習・試合のやり過ぎにより、親の負担だけでなく子どもが体を壊さないか心配。



◎市役所・教育委員会への意見要望について

・市の制度をPRして欲しい。
・どういったスポーツ活動があるのか全くわからない。紙ベースで一覧があると良い
・民間クラブへの助成制度。
・親の経済力がそのまま、子のスポーツへ対しての取り組み(2極化)に繋がっていると感
じている。市として、ハード、ソフト面を含め多角的な視点で助成を検討していただき
たい。
・学校で部活動を行っていますが、用具が古くなってきているので新しい道具を用意し
て欲しい。
・スポーツ少年団本部や市など相談窓口やホームページなど明確化してほしいです。ク
ラブ、団を突発的に見回るなども必要だと思います。
・スポーツ少年団本部がどんなことをしているのかわからない。ホームページを作って
欲しいです。
・市のスポーツ振興課の方々も忙しいとは思いますが、見回りや相談にのれる場を作っ
ていただきたいです。
・使用していない体育館やグラウンド等を活用できるようにして欲しい。
・プールの授業がほとんど設備の故障で出来ていませんし、授業だけでは泳げない。小
学校にプールを作るのではなく、屋内プールを市内に作り1年中使えるようにしては。
・弘前市民体育館の改修、または建て替えを切にお願いしたいです。とても古すぎて、
そして綺麗ではないので子供達も親たちもモチベーションが下がります。
・このアンケートをWEB上でできるようにして欲しい。
・公園の遊具や整備が気になります。子供が多様な動きをできるような公園づくりをし
ていただくことが競技でのパフォーマンス向上に繋がるのではないでしょうか。
・大会出場回数が多くなると学校を休む日が多くなります。高学年になり、勉強も気に
なります。リモート等で学習することができればと思います。
・スキーの授業ですが、全ての道具を毎年揃えるのは金銭的にとても難しいです。
・中学校ではどのような部活動があるのか知りたい。子がやってみたい競技のクラブを
ネットで探しても更新が途絶えていると活動しているのかわからず、見送ることが多
かった。スポ少やスポーツクラブの一覧があればいいなと思った。
・広報でかけっこ教室など小学生を対象とした企画がたくさんされているが、16：00～
などで共働きでは参加させられない。移動手段、保護者付き添いはどのような前提で企
画されているのかなと思う。企画自体はいつも興味があるものが多いので、参加できず
残念だった。
・転勤されてきた家庭や数年しか弘前にいない家庭は、スキー一式を揃えるのは大変な
負担です。きっとサイズアウトのスキー用品もあると思うので、そういったものを学校
が仲立ちとなり、貸し出して欲しいです。
・アンケートをもっとわかりやすいようにしてほしい。ダンスはしていますが、ダンス
はスポーツなのか、文化として取り扱われるのか、分からなかった。
・運動公園の遊具をきちんと整備して使えるようにしてもらいたい。何年も整備され
ず、放置状態に見えます。せっかくの運動公園なのに子どもはそれほど楽しめるような
感じに思えません。近年注目されているボルダリングも取り入れてもらえたら嬉しいで
す。
・公園等においても遊具は少なく、土地は狭く、キャッチボール禁止、サッカー禁止の
表示もよく目にする。子供がのびのびと遊べるような、多種多様なスポーツを経験でき
る場所がないので、子育てやスポーツに関しては魅力のない地域です。
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【指導者の自由意見】

・子供や親たちが一生懸命やってるのに、学校は見に来たりもしていないのに活動時間
が長いとか言ってくるのを止めて欲しいです。子供や親が望むのならば見守るのも学校
の役目ではないのでしょうか？学校では学べない事がたくさんあるはずです。
・加藤河川敷の遊具の修理、気軽に運動施設を使えるようにして欲しい。わざわざ予約
して使用しなくても、ボール遊びできる公園、運動施設を使用させて欲しい。
・「一人一台スマホ」の時代ですが、児童のうちは持たせず、塾通いもほどほどにし
て、大いにスポーツをして欲しいと思います。強くなるための努力をしながら仲間との
親睦も深め、協力し合うことを学び、成長して欲しいと思います。
・各チームにおいて指針を守ることの徹底。練習時間、日数など守っていない団体がほ
とんど。また、弘前市の公共施設利用について、1団体1IDの利用のルールとしていると
ころ、実際は1団体で複数のIDで抽選等をしていることが常態化している現状にある。決
められたルールの中で行うからこそ楽しめるスポーツなので、関連するルールもしっか
り守る、ルール自体が実態と合わないのなら見直すことが必要だと思う。
・指導者への指導料の厚遇を望む。（指導料のみで生活できるくらい）主たる収入を確
保できることにより、指導への時間を割けるので、集中できる。
・廃校になった（体育館等）場所を使用したい。
・学童保育やなかよし会等のコラボによる団員、活動場所の確保
・学校側と児童の様子についてもっと情報交換したい。スポーツ少年団として学校から
離れた団体になったことにより、強いチームにやる気のある子が集まり、強いチームと
そうでないチームの差が大きくなっている。ある程度の範囲を決め（スポーツ少年団に
参加できる範囲）中学校のように、人数が少ない場合は合同で大会に参加する等のシス
テムが必要と思う。強いチーム同士が合同や合併する等の現状があるように思う。
・現在、チームとして少年団に加入していますが、加入によるメリットはほとんど無い
状態。市の施策についても具体的に補助が受けられる様に、ご説明の機会を設けて頂
き、活発な活動が出来る様ご協力をお願いいたします。
・子ども達が団等の活動以外でも気軽に各種スポーツに触れれる環境（施設であった
り、イベントであったり）を今以上に整えて欲しい。
・スポーツ少年団事務局等の活性化
・少子化により、やりたいスポーツをやれない子供達が多数いると思います。また、送
迎や参加出来る頻度は各家庭で差があると思いますが、私達が子供の頃の様に、学校主
体で活動した方が、移動も問題なく安心して子供達にスポーツをさせれると思っていま
す。市や県で活動方針を一本化し統一しなければ、いち個人の好き放題になってしまう
ケースも出てくるのではないかと感じています。
・学校の教育課程内におけるスポーツ活動の充実、体育授業の充実、学校行事における
スポーツ活動の充実、クラブ活動におけるスポーツ活動の充実、遊びの中にスポーツ活
動を取り入れる児童の育成。
・部活開始までの子供達の待機場所の提供（学校から1回帰宅するよう言われるが、帰っ
ても誰もいない、移動時間が無駄）
・教員以外の人に指導をしてもらうのであれば、指導者の身分の保証と手当（仕事をし
ないで指導するのであるから）の『制度』をしっかりと確率すべき。保護者が指導をす
ると、毎年指導者が変わり（卒業すると関わらない、できない）、一貫した指導体制が
出来づらく、児童もとまどう。
・年々、放課後に運動をやりたがらずゲーム等をやって過ごす子が増えてきている。小
学校だと1校だけだと加入者数が足りないため、複数校から集まって構成しているため、
保護者の送迎が必須となっている。いろいろな取り組みを考えて運営している団があり
ますが、うまく保護者に伝わっていないと思う。宣伝等の斡旋があればよいと思う。
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【学校の自由意見】

・本校ではスポ少に午後7時過ぎまでの練習はないようお願いしている。だが、他校の校
庭で練習する時は7時半頃までやっているようだ。帰宅してから宿題などやると眠るのは
午後10時～11時頃になる子もいるようである。（前任校もそうであった。）小学生には練
習時間の制限をかけるべきだと考える。（勝ちたいのはわかりますが…）
・指導者の資質向上のために、定期的な講習会の機会が必要。
・学校体育では補いきれない、地域の特性を生かしたスポーツ活動の推進。Exスキー（ア
ルペン、クロカン）、スケート各種等
・種目によっては試合数が多く、（小さな大会など）休日に体を休めることができていな
い児童が多い様に感じる。



【参考】平成２８年度調査時との比較

今回調査では対象範囲を小学校３年生まで広げている為、単純比較は出来ないが、
６年間での児童のスポーツ環境の変化を考察する。
※なお、H28調査時のグラフにおいて、延べ回答数に対する比率の表記など、数字上本調査と
異なるものも一部あるが、グラフの形状から傾向を考えるものとする。

33.0%

18.5%

48.5%

スポーツ少年団及び

学校部活動(1,100人)

スポーツクラブ(618人)

未加入(1,616人)

24.9%

21.2%

53.9%

スポーツ少年団及び

学校部活動(1,009人)

スポーツクラブ(859人)

未加入(2,184人)

（Ｒ４）

（Ｈ30）

■未加入割合が若干高くなっており、児童のスポーツ離れが進んでいます。
■スポーツ少年団の加入割合が減少し、スポーツクラブに通う子どもが増えてきています。

◎子どものスポーツ活動への参加状況
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◎加入しているスポーツ種目 ※H28は％標記、R4は回答人数標記となっている。

■加入している種目の傾向は大きくは異ならないが、若干バスケットボールの加入が増えてい
るように見受けられる。

（Ｒ４）（Ｈ30）
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1.5%

8.2%

26.9%

63.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

不満

やや不満

やや満足

満足

◎スポーツ少年団の活動場所への満足度

（Ｒ４）

47.3%

38.2%

12.2%

2.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

満足

やや満足

やや不足

不満

（Ｈ30）

■おおむね同じ傾向ですが、「満足」と答える保護者が増えており、活動場所の確保について
は改善傾向にあるようです。
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◎スポーツ少年団の１週間の平均練習日数（保護者回答）

（Ｒ４）

（Ｈ30）

■５日間が最も多いのは変わりませんが、６日間の割合が大きく減っており、過度な練習を行
う団等は減少傾向にあるようです。

0.1%

8.9%

41.7%

25.5%

13.9%

6.3%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

7日間

6日間

5日間

4日間

3日間

2日間

1日間

1.8%

23.9%

45.8%

16.9%

5.8%

4.8%

1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

ほぼ毎日

6日間

5日間

4日間

3日間

2日間

1日間
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◎１回の平均練習時間は？（保護者回答）

7.1%

11.7%

46.4%

30.9%

4.0%

0.1%

1.9%

34.2%

60.9%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

4時間超

3時間超～4時間以下

2時間超～3時間以下

1時間超～2時間以下

1時間以下

平日 休日

（Ｒ４）

0.6%

16.8%

79.7%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

4時間以上

3時間以上

2時間

1時間以内

（Ｈ30 平日）

25.9%

49.1%

22.7%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

4時間以上

3時間以上

2時間

1時間以内

（Ｈ30 休日）

■休日の練習時間について、４時間以上の長時間実施する割合が減少傾向にあります。
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◎保護者の役目

（Ｒ４）

練習の見守り

審判

指導

子どもの送迎

団等の経理などの事務

事務連絡係

用具の運搬

練習の準備と後片付け

指導者の世話当番

ユニフォーム等の洗濯当番

特になし

わからない

その他

16.0%

5.5%

4.5%

17.9%

13.2%

13.5%

11.6%

6.1%

4.2%

5.8%

0.4%

0.3%

1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%（Ｈ30）

■保護者の役目については、ほとんど変わりありませんでした。

2.5%

1.6%

2.5%

14.9%

32.0%

52.5%

58.5%

56.1%

82.7%

21.9%

29.1%

73.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

わからない

特になし

指導者の世話当番

練習の準備と後片付け

遠征時などの用具運搬

事務連絡係

経理などの事務

子どもの送迎

練習の指導

審判

練習の見守り
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◎スポーツ活動に関する指針の把握状況

1.4%

13.5%

25.7%

13.5%

13.5%

6.8%

41.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

スポーツ活動に関する指針はわからない

スポーツ活動に関する指針の内容を把握している

スポーツ少年団又は教育委員会以外の研修会で説明を受けた

児童の通学先の教員から直接説明を受けた、聞いた

教育委員会主催の研修会で説明を受けた

スポーツ少年団主催の研修会で説明を受けた

（Ｒ４）

34.6%

3.8%

9.6%

19.2%

21.2%

11.5%

0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

スポ少主催の研修会で説明を受けた

教育委員会主催の研修会で説明を受けた

児童の通学先の教員から直接説明を受けた
又は聞いた

スポ少又は教委以外の研修会で説明を受け
た

スポーツ活動に関する指針について、自ら
勉強

スポーツ活動に関する指針はわからない

その他

（Ｈ30）

■スポーツ活動に関する指針の把握状況については、ほとんど変わりありませんでした。
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◎スポーツ団体等に加入していない理由

（Ｒ４）

（Ｈ30）

■「活動したい種目がない」が大きく増えており、スポーツ少年団の減少により、身近な所
でやりたい種目ができないため、加入していない子どもが増えていると考えられます。

9.9%

9.8%

20.7%

6.0%

2.4%

9.8%

40.0%

11.4%

8.4%

35.6%

4.7%

4.9%

5.8%

36.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

市内にどのようなスポーツ団体等があるかわからないから

習い事をしているから

中学生から部活動に入ることで十分だから

学校体育で十分だから

保護者同士の人間関係が面倒だから

活動面での保護者の負担が大きいから

経済面での保護者の負担が大きいから

活動場所が遠いから

子どもにスポーツ活動をする意思が無いから

文化部等に加入又は加入予定であるから

必要性を感じないから

活動させたい種目が無いから

（子ども自身が）活動したい種目が無いから

今後、スポーツ団体等に加入予定

家庭の事情

必要性を感じない

文化部等に加入または加入予定

子どもにスポーツ活動をする意思がない

活動したい種目がない

活動場所が遠い

経済面での保護者の負担が大きい

活動面での保護者の負担が大きい

保護者同士の人間関係が面倒

学校体育で十分

中学校から部活動に入ることで十分

習い事をしている

指導者の指導方法に疑問がある

その他

0.5%

6.5%

3.3%

6.2%

19.1%

10.0%

2.7%

6.2%

18.4%

4.9%

1.6%

4.5%

11.0%

1.6%

3.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%
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